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今まで、無意識に経営とビジネスを区別せずに考えてきた。言い換えれば、ビシネスを経

営の翻訳語であるかのように考えていたようである。それが、内閣府知的財産戦略本部から

「経営デザインシート（全社用）」(2018)1が発表されているのを知り、両者が違うことに気

が付いた。 

そして、確かに経営はビジネスの上位概念に違いないと納得した。しかし、同時に「ビジ

ネスモデルの統合」をもって「経営」とする考え方には違和感を覚えた。もともと、「ビジ

ネスモデル」という言葉が、色々なレベルで使われて定義が難しいと言われている上に、統

合すれば上位概念になると言うのも皮相的な考え方のように思われるからである。 

何故なら、ビジネスモデルという言葉は IT の発展から使われるようになったもので、「経

営」には非 IT の要素が含まれており、その非 IT の要素こそが「経営」の核心的存在と考

えられるからである。 

「経営」については、IT の出現の遥か以前から議論されており、例えば 1980 年代初頭

に、システム科学の視点からでさえ、マネジメント・システム(Scholderbek, et.al(1980)2)の

ような著書が発刊されている。 

改めて、辞書(2002)3を引くと、「経営」は①計画を立てて事業を行うこととあり、「ビジネ

ス」は①事務、業務とある。ついでに「モデル」は①型（機械・自動車の）とある。また、

「ビジネス」には「ビジネスクラス」はあっても「ビジネスモデル」はない。 

さらに、グーグル検索をすると、驚いたことに、日本大百科全書の「経営」(management)

の記述が示され、第一は、一定の継続的施設を基礎にして、財またはサービスを経済的給付

として生産する組織体を、第二は企業もしくは組織体一般を運営する動的全体過程を、第三

は、第二の概念からの派生であり、経営機能のうち、全体的、基本的、戦略的、長期的、政

策的意思決定機能をもって、とくに経営とするとしている。 

さらに、「ビジネス」については、Wikipedia の記述が示され、経済行為を表す用語であ

り、狭義から広義まで様々な意味を持っていて、1 つの日本語に置き換えて表現することは

できないとしている。また、ビジネスモデルについては、NIJIBOX の記述が示され、価値

を創造し、提供する仕組みであるとしている。 

なお、「経営モデル」という言葉は、有っても良さそうであるが、聞いたことがない。し

かし、考えてみれば、「ビジネスモデル」が IT の発展から使われるようになったと言うので

あれば、当然のこととも考えられる。 

ここで、IT の視点から、「経営」あるいは「ビシネス」を考えると、IT 投資すなわち企業

情報システム投資の経済性は「ビジネス」について問われても、「経営」については問われ
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ないのは、歴史的経緯から考えると当然かもしれない。 

ここで、具体的な議論に切り替えることにして、この歴史的経緯を如実にしめす事例を取

り上げてみよう。まず、ファーストリテイリング（ユニクロ）の財務分析(2020)4結果を図１

に示す。ここで、経費利率は人件費や販売費などを含む一般経費を投資と見なしての利益率

である。 

 

図 1 ファーストリテイリングの財務分析 

 この図から明らかのように、当初すなわち”1996-00~2000-04”の期間は、総合利率（利

益率）は経費利率とほぼ重なっているが、最近すなわち”2007-11~2015-19”の期間は、総合

利率と情報利率がほぼ重なっている。すなわち、ここ数年前にデジタルトランスフォーメー

ションを達成していると言えよう。また、当該企業が販売業であることから、設備（＝工具、

器具及び備品）利率は一貫してほぼゼロ値になっている。 

さらに、「経営構造」を検索すると、「ビジネスヒエラルキー」、「組織構造」あるいは「経

営構造対策」などの言葉がでてくる。一方、「ビジネスアーキテクチャ」を検索すると、そ

のままの言葉「ビジネスアーキテクチャ」が複数出てくる。 

因みに、ファーストリテイリングの「ビジネスアーキテクチャ(2018)（前出）を図 2 に示

す。なお、この図はファーストリテイリングのホームページに記載されているビジネスモデ

ルから作成したものであり、商業の代表的なビジネスアーキテクチャの一つになると考え

ている。 

残念ながら、製造業については、そのビジネスモデルを公表している企業は見当たらない。

しかし、その製造業のビジネスアーキテクチャを考えるうえで参考になる一般的な参照モ

デルを図 3 と図 4 に示す。 

 商業と製造業すなわち工業を比べると、まず気づくのは、前者が一つの図であるのに対し、

後者には水平的な展開と垂直的な展開をしめす二つの図があることである。 
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図 2 ファーストリテイリングのビジネスアーキテクチャ 

 

図 3 生産企業参照モデル 

 言うまでもないことではあるが、前者は「マーケティングと販売」が主体であるのに対し、

後者はそれに加えて、「研究開発」と「生産管理」があり、「経営・管理」の幅というか容量
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というか、それに格段の差があるからであ

る。 

 もちろん、だからといって、商業の経営の

方が工業より容易であると言うつもりはな

い。なぜなら、工業が企業を顧客にするのに

対し、商業は消費者を顧客あるいは個客に

するからである。 

 しかも、その顧客はグローバル時代を迎

え、全世界が対象になっている。もちろん、

工業も同様ではあるが、その展開はより限

定的である。そして、これらはもちろんビジ

ネスの問題でもあるが、より経営的な問題

と言えよう。 

 さらに、グローバル化に加え、コロナ禍の 

図 4 製造実行モデル       蔓延が消費社会か生産社会かを問わず、30

年前、すなわち 1990 年初頭に描かれた「仮

想社会」が突如実現されることになった。 

そ の 「 仮 想 作 業 空 間 群 」 (Pruitt & 

Barrett(1991)5)（筆者(2020)6）を図 5 に示す。

そして、原著者らは、現在立ち会っているか

のように、「通勤社会の崩壊」とそれに伴う

「消費社会の変貌」についても述べている。 

 もちろん、これらが、まさか「コロナ禍」

によって齎されるとは、夢にも思ってはいな

かったであろうが。 

 しかし、その影響は、まだ初期的で、表面

的にも社会全体には及んでいないのではな

かろうか。 

そして、さらに社会に深く浸透すると、徐々 

図 5 各種仮想作業空間相関        に仮想空間と現実空間の区別がなくなり、そ

れにつれてライフスタイルも変わっていくのではなかろうか。もちろん、経営であれビジネ

スであれ、その変化から逃れられないであろう。  
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